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「
日
本
映
画
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
日
本
映
画
の
分
野
に
携
わ
っ
て
き
た
方
々
に
イ
ン
タ
ヴ

ュ
ー
を
行
い
、
口
述
資
料
と
し
て
収
集
・
保
存
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
言
語
文
化
研
究
所
の
活
動
の
一
環
と
し
て
芸
術
学
科

の
映
像
研
究
の
教
員
が
中
心
と
な
り
計
画
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
に
第
一
回
と
し
て
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
田
口
寧
さ
ん
の

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
掲
載
し
た
（『
言
語
文
化
』
三
二
号
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

今
回
掲
載
す
る
第
二
弾
は
篠
田
正
浩
監
督
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
あ
る
。
監
督
の
長
年
に
亘
る
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
、
松
竹
時

代
か
ら
始
ま
り
、
松
竹
を
退
社
後
、
独
立
プ
ロ
を
立
ち
上
げ
活
躍
な
さ
っ
た
が
、
特
に
松
竹
を
退
社
す
る
ま
で
の
前
半
の
人

生
を
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
二
回
に
及
ぶ
長
時
間
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
篠
田
監
督
に
感
謝
し
た
い
。
監

督
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
次
の
通
り
。

篠
田
正
浩
監
督
は
一
九
三
一
年
三
月
九
日
岐
阜
市
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
を
卒
業
後
、
一
九
五
三
年
に
松
竹

大
船
撮
影
所
に
入
所
。
一
九
六
〇
年
『
恋
の
片
道
切
符
』
で
監
督
デ
ビ
ュ
ー
。
同
年
に
寺
山
修
司
脚
本
の
『
乾
い
た
湖
』
で
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注
目
さ
れ
、
大
島
渚
、
吉
田
喜
重
と
と
も
に
「
松
竹
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ー
グ
」
の
旗
手
と
呼
ば
れ
た
。
一
九
六
五
年
松
竹

を
退
社
し
独
立
す
る
。
一
九
六
七
年
に
女
優
岩
下
志
麻
と
結
婚
、
独
立
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
表
現
社
を
設
立
す
る
。
表
現
社

で
『
心
中
天
網
島
』（
一
九
六
九
年
、
Ａ
Ｔ
Ｇ
提
携
）、『
沈
黙
』（
一
九
七
一
年
）、『
は
な
れ
瞽
女
お
り
ん
』（
一
九
七
七

年
）
な
ど
製
作
す
る
。『
鑓
の
権
三
』
は
一
九
八
六
年
に
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
で
銀
熊
賞
受
賞
。
二
〇
〇
三
年
、『
ス
パ

イ
・
ゾ
ル
ゲ
』
を
最
後
に
映
画
監
督
か
ら
引
退
。
著
書
に
『
心
中
天
網
島
―
篠
田
正
浩
作
品
集
』（
仮
面
社
、一
九
七
〇
年
）、

『
闇
の
中
の
安
息
―
篠
田
正
浩
評
論
集
』(

フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
一
九
七
九
年)

、『
駈
け
ぬ
け
る
風
景
』（
旺
文
社
、
一

九
八
〇
年
）、『
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
』（
岩
波
書
店
、一
九
八
三
年
）、『
河
原
者
ノ
ス
ス
メ　

死
穢
と
修
羅
の
記
憶
』（
幻

戯
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。
株
式
会
社
表
現
社
代
表
取
締
役
、
早
稲
田
大
学
特
命
教
授
、
日
本
中
国
文
化
交

流
協
会
代
表
理
事
、
城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
客
員
教
授
な
ど
も
務
め
て
い
る
。


